
 社会参加

　八王子市内全域及び都内関連機関、他自
　治体とのとの連携

活動分野

　藤岡　一昭
一般社団法人
八王子自治研究センター

　TEL　042−626−7714
　FAX　042−621−6423

八王子市元本郷町3-17-15
　ハマナカビル2階

連絡先 　事務局　佐藤千恵子

　http://www.8ken.or.jp/  jichiken@blue.ocn.ne.jpメール

代表者名団体名称

所在地 電話・FAX

ホームページ

設立
　１９８４年設立
　２０１４年２月（一般社団法人）

メモ

　八王子自治研究センターの「自治」とは、地方自治の「自治」と同じ意味です。
　普段の生活からはなじみが薄い言葉ですが、自治とは「自分たちのことを自分た
　ちの責任でうまく治める」という意味ですから、八王子の自治とは「八王子の街づ
　くりを誰かにお願いするのではなく、八王子市民の参加と努力で良くしていく」と
　いうことになります。
　現代社会は情報化が進み、暮らしも便利になり、生活に必要なものはお金さえあ
　ればすぐ手に入る、一見すると快適な時代のように映ります。しかし、一人暮らし
　の高齢者が増え、将来にわたって働き続けられる場が少なくなり、就学支援を必
　要とする子ども達が15％を超えているのも現実です。八王子の街づくりも、こうした
　厳しい現実を受け止めながら進めていかなければなりません。
　暮らしに密着し、いろいろな立場で語り合いながら八王子の街づくりを考える場が
　八王子自治研究センターです。

団体の特徴

　八王子自治研究センターでは子育て若者支援の状況や、各種研究会の状況
　シンポジュームの結果など、各種広報誌及び、ホームページで公開しています。
　会員の方には随時お送りしています。

活動内容

　八王子自治研究センターの活動の基本コンセプト
　～子どもたちの未来へつなぐまちづくりを目指して～

　★子どもや若者が夢と希望のもてるまちづくりを考えます
　★高齢者が安心して暮らせる支援と仕組みづくりを考えます
　★エネルギー・環境政策を考えます
　★大都市における分権や働き方を考えます
         ＊当センターでは、さまざまな研究活動に取り組んでいます。
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会員募集

　会員の方は当センターの活動へ参加及び広報誌の購読ができます。

　①調査・研究事業への参加
　②センターが発行する情報誌、研究報告の購読
　③センターが所蔵する書籍の貸し出しや、資料閲覧
　④センターが開催するシンポジュームやセミナー
　　などの各種イベントへ優先的参加

アクセス

　〒192-0051
　八王子市元本郷町3-17-15　ハマナカビル2階
　TEL　042−626−7714
　FAX　042−621−6423
　受付時間　10：00〜17：00（土・日・祝日除く）

子ども
・子育て
研究会

高齢・介護
研究会

エネルギー
・環境政策

　日常生活の中で生じるゴミの分別・資源化の取り組みから、教育現場における環境教
　育や食循環の取り組みの拡充を通じて、幅広く環境問題に取り組んでいます。
　今日の福島原子力発電所の事故により、人と自然のすべてに放射性物質による深刻
　な環境破壊が進んでいます。
　日々の生活の中での環境問題とともに、教育現場を含めた環境教育や、地域の中で
　の環境教育や環境保全の取り組みを考えます。
　また、エコロジーの視点から、森林資源の循環や里山の保全への取り組みを学び、
　また、街づくりの在り方を考える取り組みを行なっています

　孤独死や無縁社会の深刻化が叫ばれる中で、地域の中で高齢者が安心して暮らし
　ていける仕組み作りを考えます。
　「地域ケアの充実」が大きな課題となっていますが、それを支えるのは、地域で共に暮
　らす私たちです。老・老や独居の高齢者世帯が増えている中で、見守りや声掛け、支
　援をどのように行っていくのか。介護が必要になっても、地域で暮らし続けるために何
　が必要なのか、実際に地域ケアに携わる人を含め、高齢者ケアの在り方と施策の改
善
　を考える取り組みを行っています。

　地域で子どもを支え・育んでいくためには、子どもや家庭の支援に係る多くの人たち
　が手と手をつなぎ、子どもの権利を守る視点から子どもや若者施策を考える必要があ
　ります。子どもや若者が夢と希望のもてるまちづくりを目指すためにも、様々な角度か
　ら活動を行っています。
　八王子自治研究センターでは、高校生や若者が集まり、当事者の声を
  皆さんへ発信　していきます。

＜年会費＞

個人会員 年間 ２，０００円
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